
　住　　所　東京都渋谷区代々木二丁目２８番１２号

　　④　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

ホームと車両と
の段差・隙間解
消に関する情報
提供

バリアフリー情
報の提供

・ホームと車両との段差・隙間対策（くし状ゴム設置等）
を実施した駅、乗降口および目安値を満たす乗降口等につ
いて、当社ホームページ等での情報提供を行う。

・バリアフリー情報サイト「らくらくおでかけネット」に
掲載される、当社駅のバリアフリーに関する情報を適宜更
新する。

・適宜更新済み

・適宜更新済み

　　③　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降についての介助、
　　　旅客施設における誘導その他の支援

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

介助に必要な人
員の配置

・お体の不自由なお客さまが安全・安心に駅をご利用でき
るように、介助専属要員を適切に配置する。 ・体制整備を実施中

　　②　鉄道駅を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項の主務省令で定める基準
　　　を遵守するために必要な措置

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

お手伝いを必要
とされるお客さ
まへの応対教育

・お手伝いを必要とされるお客さまへの応対マニュアルを
活用した係員教育を通じ、駅係員のサービスレベル向上を
図る。

・教育を実施済み

対象となる鉄道
駅

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

町田駅
本厚木駅

・ホームドアの供用開始（2023年度）※1～4番ホーム
・ホームドアの供用開始（2023年度）※1・2番ホーム

・供用開始済み

　　①　鉄道駅を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

第２号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

（令和５年度）

　　　　　　　 
　事業者名　小田急電鉄株式会社
　代表者名　取締役社長　鈴木 滋　　　　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

Ⅰ　前年度の移動等円滑化取組計画書の内容の実施状況

　（１）移動等円滑化に関する措置の実施状況



　（３）報告書の公表方法

　（２）移動等円滑化の促進を達成するために（１）と併せて講ずべき措置の実施状況

弊社ホームページに掲載(https://www.odakyu.jp/safety/barrier_free/)

　（４）その他

　　⑥　高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適正な配慮に
　　　ついての鉄道駅の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

利用者に対する
啓発活動

・車内アナウンスを通じ、旅客へ優先席や車いすスペース
の利用について周知を図る。

・適宜実施済み

　　⑤　移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

お身体が不自由
な方に参画して
いただく社員研
修の実施

お身体が不自由
な方の接遇に関
する資格の取得
促進等

・目の不自由な方をお招きして盲導犬セミナーを開催し、
疑似体験や座談会等を実施する。
・耳の不自由な方による手話講座を実施する。
・駅係員の接客レベル向上を目的とした社内接客研究会を
開催する。
・サービス介助士の取得を推進する。

・認知症サポーター養成講座を活用し、駅係員が認知症高
齢者等に対して手助けできるよう教育訓練を実施する。

・障害をお持ちの方の
講演会をＷＥＢ形式で
実施済み
・動画視聴実施済み
・実施済み
・新規対象者資格取得
済み

・実施済み



Ⅰ．鉄道駅の移動等円滑化の達成状況（鉄道駅ごとに記入） （令和６年3月31日現在）

プ ラ ッ ト
ホームの
数

段差が解
消されて
い る プ
ラ ッ ト
ホームの
数

都 道 府
県

23区・郡
・市

町・村
・区

新宿 駅 小田原 線 東京都 新宿区 西新宿 439,840 人 ○ ○ 6 6 4 (3) 基 8 基 基 2 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○

南新宿 駅 小田原 線 東京都 渋谷区 代々木 3,875 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

参宮橋 駅 小田原 線 東京都 渋谷区 代々木 12,634 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

代々木八
幡

駅 小田原 線 東京都 渋谷区 代々木 18,237 人 ○ ○ 1 1 3 (3) 基 7 (2) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

代々木上
原

駅 小田原、東京メト
ロ千代田線

線 東京都 渋谷区 西原 257,017 人 ○ 2 2 4 (4) 基 1 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

東北沢 駅 小田原 線 東京都 世田谷区 北沢 7,599 人 ○ ○ 1 1 1 (1) 基 2 (2) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

下北沢 駅 小田原 線 東京都 世田谷区 北沢 118,852 人 ○ ○ 2 2 3 (3) 基 16 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

世田谷代
田

駅 小田原 線 東京都 世田谷区 代田 9,543 人 ○ ○ 1 1 1 (1) 基 2 (2) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

梅ヶ丘 駅 小田原 線 東京都 世田谷区 梅丘 31,170 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

豪徳寺 駅 小田原 線 東京都 世田谷区 豪徳寺 26,183 人  ○－ ○ ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

経堂 駅 小田原 線 東京都 世田谷区 経堂 79,305 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

千歳船橋 駅 小田原 線 東京都 世田谷区 船橋 54,215 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

祖師ヶ谷大
蔵

駅 小田原 線 東京都 世田谷区 祖師谷 45,932 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 4 (2) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

成城学園
前

駅 小田原 線 東京都 世田谷区 成城 78,145 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

喜多見 駅 小田原 線 東京都 世田谷区 喜多見 30,211 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

狛江 駅 小田原 線 東京都 狛江市 東和泉 43,389 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

和泉多摩
川

駅 小田原 線 東京都 狛江市 東和泉 14,129 人  ○－ ○ ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

登戸 駅 小田原 線 神奈川
県

川崎市 多摩区 155,310 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 7 (6) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

向ヶ丘遊園 駅 小田原 線 神奈川
県

川崎市 多摩区 54,816 人 ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

生田 駅 小田原 線 神奈川
県

川崎市 多摩区 43,080 人 ○ 2 2 4 (4) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

読売ランド
前

駅 小田原 線 神奈川
県

川崎市 多摩区 31,016 人 ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

百合ヶ丘 駅 小田原 線 神奈川
県

川崎市 麻生区 20,202 人 ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

新百合ヶ丘 駅 小田原、多摩 線 神奈川
県

川崎市 麻生区 112,951 人 ○ ○ 3 3 3 (3) 基 12 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○

柿生 駅 小田原 線 神奈川
県

川崎市 麻生区 33,630 人  ○－ ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

鶴川 駅 小田原 線 東京都 町田市 能ヶ谷 59,849 人 ○ ○ 2 2 3 (3) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

玉川学園
前

駅 小田原 線 東京都 町田市
玉川学
園

40,777 人 ○ ○ 2 2 4 (4) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

町田 駅 小田原 線 東京都 町田市 原町田 254,478 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 8 基 基 2 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

相模大野 駅 小田原、江ノ島 線 神奈川
県

相模原市 南区 115,246 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

小田急相
模原

駅 小田原 線 神奈川
県

相模原市 南区 51,545 人 ○ 2 2 3 (3) 基 4 (2) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

相武台前 駅 小田原 線 神奈川
県

座間市 相武台 35,238 人 ○ ○ 2 2 4 (4) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

座間 駅 小田原 線 神奈川
県

座間市 入谷 18,462 人  ○－ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

海老名 駅 小田原 線 神奈川
県

海老名市 上郷 132,467 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 7 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

厚木 駅 小田原 線 神奈川
県

海老名市 河原口 18,993 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

本厚木 駅 小田原 線 神奈川
県

厚木市 泉町 123,159 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 6 (4) 基 基 3 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

愛甲石田 駅 小田原 線 神奈川
県

厚木市 愛甲 45,393 人 ○ 2 2 3 (3) 基 4 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

伊勢原 駅 小田原 線 神奈川
県

伊勢原市 桜台 46,390 人 ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

鶴巻温泉 駅 小田原 線 神奈川
県

秦野市 鶴巻北 13,407 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 (4) 基 基 2 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

東海大学
前

駅 小田原 線 神奈川
県

秦野市 南矢名 35,209 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

秦野 駅 小田原 線 神奈川
県

秦野市 大秦町 35,964 人 ○ 2 2 3 (3) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

渋沢 駅 小田原 線 神奈川
県

秦野市 曲松 23,936 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

新松田 駅 小田原 線 神奈川
県

足柄上郡 松田町 20,016 人 ○ 2 2 3 (3) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

開成 駅 小田原 線 神奈川
県

足柄上郡 開成町 12,389 人 ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

栢山 駅 小田原 線 神奈川
県

小田原市 栢山 7,184 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

富水 駅 小田原 線 神奈川
県

小田原市 堀ノ内 6,224 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

螢田 駅 小田原 線 神奈川
県

小田原市 蓮正寺 5,575 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

足柄 駅 小田原 線 神奈川
県

小田原市 扇町 3,571 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

小田原 駅 小田原 線 神奈川
県

小田原市 城山 55,823 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 5 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

東林間 駅 江ノ島 線 神奈川
県

相模原市 南区 20,084 人  ○－ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

中央林間 駅 江ノ島 線 神奈川
県

大和市
中央林
間

90,052 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 3 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南林間 駅 江ノ島 線 神奈川
県

大和市 南林間 30,426 人 ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

鶴間 駅 江ノ島 線 神奈川
県

大和市 西鶴間 28,174 人  ○－ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

大和 駅 江ノ島 線 神奈川
県

大和市 大和南 110,623 人 ○ 2 2 2 (1) 基 4 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

桜ヶ丘 駅 江ノ島 線 神奈川
県

大和市 福田 18,618 人  ○－ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

高座渋谷 駅 江ノ島 線 神奈川
県

大和市 福田 24,224 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

長後 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市 下土棚 31,436 人 ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

湘南台 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市 湘南台 85,558 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

六会日大
前

駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市 亀井野 27,612 人 ○ 2 2 2 (2) 基 3 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

善行 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市 善行 25,800 人  ○－ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

藤沢本町 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市 藤沢 20,230 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

藤沢 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市 南藤沢 156,546 人 2 基 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

本鵠沼 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市 本沼 12,463 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

鵠沼海岸 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市
鵠沼海
岸

17,665 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

片瀬江ノ島 駅 江ノ島 線 神奈川
県

藤沢市
片瀬海
岸

19,067 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

五月台 駅 多摩 線 神奈川
県

川崎市 麻生区 9,405 人  ○－ ○ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

栗平 駅 多摩 線 神奈川
県

川崎市 麻生区 22,526 人  ○－ ○ ○ 2 2 3 (3) 基 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

黒川 駅 多摩 線 神奈川
県

川崎市 麻生区 8,635 人  ○－ ○ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

はるひ野 駅 多摩 線 神奈川
県

川崎市 麻生区 9,468 人  ○－ ○ ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

小田急永
山

駅 多摩 線 東京都 多摩市 永山 26,819 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

小田急
多摩セン
ター

駅 多摩 線 東京都 多摩市 落合 44,153 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 2 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

唐木田 駅 多摩 線 東京都 多摩市 唐木田 13,964 人 ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

（合計） 64 64 駅 38 8 駅 0 駅 27 17 駅
70 駅 20 駅 32 駅 69 駅 142 140 169 (167) 基 172 (24) 基 0 基 40 (22) 箇所 42 駅 70 駅 70 駅 70 駅 70 駅 70 駅 38 駅

鉄 道 駅 の
名 称

路 線 名
所在都道府
県市町村

一日当た り
の利用者数

有人 駅 、
無人駅の
別

障害者対
応型便所
の設置の
有 無

公共交通
移動等円
滑化基準
省令適合
の 有 無

段差への
対 応

エ レ ベ ー
タ ー の 設 置
基 数

エ ス カ レ ー
タ ー の 設 置
基 数

そ の 他 の
昇 降 機 の
設 置 基 数

傾 斜 路 の
設 置 箇 所

数

視覚障害
者誘導用
ブ ロ ッ ク
の設置の
有 無

案内設備
の設置の
有 無

障害者対
応型改札
口の設置
の 有 無

障害者対
応型券売
機の設置
の 有 無

車いす使
用者の円
滑な乗降
が可能な
プラット
ホームの
数

転落防止
のための
設備の設
置の有無



　　 住　　所　東京都渋谷区代々木二丁目２８番１２号

〇

（第２号様式）

　16. 車椅子使用者の円滑な乗降が可能なプラットホームの数の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第20条第１項第１
　　号から第３号までの基準に適合しているプラットホームの数を記入し、（合計）には、その合計数を記入すること。
　17．転落防止のための設備の設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第20条第１項第６号から第８号までの
　　基準に適合している場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。
　18．Ⅲについては、該当する場合には右の欄に○印を記入すること。　
  19．「中小企業者」とは、資本金の額が３億円以下又は従業員数が300人以下である民間事業者を指す。
　20．「大企業者」とは、中小企業者以外の民間事業者を指す。

　11．視覚障害者誘導用ブロックの設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第９条の基準に適合している場合
　　に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。
　12．案内設備の設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第10条から第12条までの基準に適合している場合に
　　○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。
　13．障害者対応型便所の設置の有無の欄には、当該鉄道駅に便所が設置されていない場合は―印を、便所が設置されてお
　　り、かつ、障害者対応型便所（公共交通移動等円滑化基準省令第13条第２項の基準に適合するものをいう。第10号、第
　　12号、第22号及び第24号様式を除き以下同じ。）が設置されていない場合は×印を、障害者対応型便所が設置されてい
　　る場合は○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。
　14．障害者対応型改札口の設置の有無の欄には、当該鉄道駅に改札口が設置されていない場合は―印を、改札口が設置さ
　　れており、かつ、障害者対応型改札口（公共交通移動等円滑化基準省令第19条の基準に適合するものをいう。以下同じ
　　。）が設置されていない場合は×印を、障害者対応型改札口が設置されている場合は○印を記入し、（合計）には、○
　　印の合計数を記入すること。
　15. 障害者対応型券売機の設置の有無の欄には、当該鉄道駅に券売機が設置されていない場合は―印を、券売機が設置さ
　　れており、かつ、障害者対応型券売機（公共交通移動等円滑化基準省令第17条の基準に適合するものをいう。以下同じ
　　。）が設置されていない場合は×印を、障害者対応型券売機が設置されている場合は○印を記入し、（合計）には、○
　　印の合計数を記入すること。

　６．段差が解消されているプラットホームの数の欄には、鉄道駅の出入口とそれぞれのプラットホームとの間の経路の段
　　差が解消されているプラットホームの数を記入し、（合計）には、その合計数を記入すること。
　７．エレベーターの設置基数の欄には、当該鉄道駅に設置されたエレベーターの総数を記入し、同欄の括弧内には、公共
　　交通移動等円滑化基準省令第４条第７項の基準に適合するエレベーターの設置基数を記入し、（合計）には、それぞれ
　　の合計数を記入すること。
　８．エスカレーターの設置基数の欄には、当該鉄道駅に設置されたエスカレーターの総数を記入し、同欄の括弧内には、
　　公共交通移動等円滑化基準省令第４条第９項の基準に適合するエスカレーターの設置基数を記入し、（合計）には、そ
　　れぞれの合計数を記入すること。
　９．その他の昇降機の設置基数の欄には、エレベーター及びエスカレーター以外の昇降機の設置基数を記入し、（合計）
　　には、その合計数を記入すること。
　10．傾斜路の設置箇所数の欄には、当該鉄道駅に設置された傾斜路の総数を記入し、同欄の括弧内には、公共交通移動等
　　円滑化基準省令第４条第６項及び第６条の基準に適合する傾斜路の数を記入し、（合計）には、それぞれの合計数を記
　　入すること。

注１．複数の路線が乗り入れる鉄道駅は１鉄道駅として計上し、路線名の欄に当該複数の路線名を記入すること。
　２．有人駅、無人駅の別の欄には、当該鉄道駅が無人駅である場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入
　　すること。
　３．公共交通移動等円滑化基準省令適合の有無の欄には、当該鉄道駅が公共交通移動等円滑化基準省令の全ての基準に適
　　合している場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。
　４．段差への対応の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第４条及び第18条の２の基準に適合している場合に○印を記
　　入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。
　５．プラットホームの数の欄には、当該鉄道駅に設置されているプラットホームの総数を記入し、（合計）には、その合
　　計数を記入すること。

Ⅲ　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則第６条の２で定める要件に関する事項

（１）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が３万人以上の鉄道駅を設置又は管理してい
　　　る。

（２）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が3000人以上３万人未満の鉄道駅を設置又は
　　　管理していて、かつ、以下のいずれかに該当する。
　　　①中小企業者でない。
　　　②大企業者である公共交通事業者等が自社の株式を50％以上所有しているか、又は自社に対
　　　　し50％以上出資している中小企業者である。

　 　事業者名　小田急電鉄株式会社
　　 代表者名　取締役社長　鈴木　滋　　　　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

　　　　　　　 

第２号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

（令和５年度）


